
厚生労働行政推進調査事業費補助金（化学物質リスク研究事業） 

総合研究報告書 

室内空気環境汚染化学物質の標準試験法の策定およびリスク低減化に関する研究 

定量的リスク評価 

研究分担者 神野 透人 名城大学薬学部 教授 

研究協力者: 酒井 信夫 (国立医薬品食品衛

生研究所)、河上 強志 (国立医薬品食品衛生

研究所) 、大嶋 直浩 (国立医薬品食品衛生

研究所) 、田原 麻衣子 (国立医薬品食品衛

生研究所) 、香川(田中) 聡子 (横浜薬科大

学) 、岡本 誉士典 (名城大学薬学部) 、青木 

明 (名城大学薬学部) 、森 葉子 (名城大学薬

学部) 

A. 目的

第 20 回シックハウス（室内空気汚染）問

題に関する検討会において、「室内空気環境

汚染化学物質調査において検出された化学

物質の初期曝露評価・初期リスク評価の結果」

研究要旨: 室内環境中の化学物質は、シックハウス症候群や化学物質過敏症、喘息などの

病因あるいは増悪因子となることから、厚生労働省では揮発性/準揮発性有機化合物 13 物

質に室内濃度指針値を定めている。さらに、シックハウス (室内空気汚染) 問題に関する

検討会 (シックハウス検討会) では、新規に室内濃度指針値を策定する必要性の有無が議

論されているところである。このような新規室内濃度指針値の策定に際しては、ステーク

ホルダーとの適切なリスコミュニケーションや、国民の不安を払拭するための効果的な低

減策の提示が望まれる。そのためには、室内における主要な発生源を特定し、その発生源

によってもたらされる定量的なリスクに関する情報を提供する必要がある。しかし、多様

な消費者製品について、そのような情報は極めて限られているのが現状である。そこで、

本研究では、シックハウス検討会での審議に先行して必要な情報を収集することにより厚

生労働行政施策の円滑な進行に貢献することを主たる目的として、室内環境中の多種多様

な消費者製品から放散されるVOCsについて、VOCs放散源の特定および放散されるVOCs

の曝露評価を実施する。平成 30 年度においては、定常型ならびに瞬時型放散源の探索・

定量的リスク評価の統括を行った。令和元年度および令和２年度の研究では、家庭用品放

散試験データのデコンボリューション解析による放散化学物質の探索として、市販のカー

テン 26 製品および市販の壁紙 18 製品について、超小型チャンバー µ-CTE を用いて実施

した放散試験データをもとに、デコンボリューション解析により、製品から放散される可

能性のある化学物質の探索を行った。その結果、室内濃度指針値が定められている Toluene

や Styrene の他に、既にシックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会で初期リスク

評価が行われた 2-Ethyl-1-hexanol やグリコールエーテル類、さらには、2-Ethyl-1-hexanol の

生成源ともなり得る 2-Ethylhexyl Acrylate の放散が認められる製品も存在した。このよう

に、クロマトグラムデータのデコンボリューション解析は、定量の Target としたもの以外

の放散化合物について、半定量的な情報を取得できる有用なアプローチであると考えられ

る。
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が提示された。これは、室内空気質の全国調

査において比較的高濃度、あるいは高頻度で

検出された揮発性有機化合物、すなわち、2-

Ethyl-1-hexanol 、 2,2,4-Trimethyl-1,3-

pentanediol monoisobutyrate、2,2,4-Trimethyl-

1,3-pentanediol diisobutyrate、Ethyl Acetate、

Butyl Acetate、Propylene Glycol Monomethyl 

Ether、3-Methoxy-3-methylbutanol、Diethylene 

Glycol Methyl Ether、Diethylene Glycol Ethyl 

Ether 、 Propylene Glycol Monomethyl Ether 

Acetate および Methyl Isobutyl Ketone の 11 化

合物について、実態調査における Toluene 換

算値としての最高検出濃度と有害性評価結

果 (NOAEL または LOAEL) から MOE を導

出したものである。 

これらの初期リスク評価化合物について

は、今後、詳細な実態調査、すなわち詳細曝

露評価を実施し、指針値策定の必要性につい

て議論を進めていく必要がある。また、あら

かじめ、これらの化学物質の室内における発

生源を特定しておくことによって、効果的な

低減策を講じることが可能になると考えら

れる。このような観点から、国立医薬品食品

衛生研究所の酒井らは、µ-CTE と呼ばれる超

小型チャンバーを用いて、さまざまな家庭用

品から放散される化学物質の定量的な評価

を進めている。本研究では、放散試験で得ら

れる GC/MS データを有効に活用して、室内

環境から検出される可能性のある化学物質

を広く探索する目的で、既存データのデコン

ボリューション解析を実施した。 

 

 

B. 実験方法 

国立医薬品食品衛生研究所から提供され

た放散試験の GC/MS データ（市販のカーテ

ン 26 製品、壁紙 18 製品）について、Analyzer 

Pro ver. 6.0.0.246 を用いてデコンボリューシ

ョン解析を行った。主な解析パラメーターは

以下の通りである。 

 

Area Threshold:  500 

Height Threshold: 0.1% 

Width Threshold: 0.02 min 

Fronting:  0% 

Tailing:  0% 

Signal to Noise:  5 

Scan Window:  3 

Resolution:  Minimun 

Smoothing:  3 

 

マススペクトルライブラリーには、

NIST/EPA/NIH Mass Spectral Library (NIST 17) 

を用いた。 

 

 

C. 結果と考察 

<市販のカーテン 26 製品> 

表 1 に、デコンボリューション解析の結果、

同定された化合物を示した。内部標準 

(Toluene-d8) をもとに算 出した 概算 値 

(Toluene 換算値に相当) が 500 ngを超えて検

出された化合物として、 

 

Sample 6: Acetic acid (2339 ng)、1-Butanol (806 

ng)、Butyl Acetate (782 ng)、2-Butoxyethanol 

(1856 ng)、Decane (695 ng)、2-Ethyl-1-hexanol 

(603 ng)、Hexadecane (1131 ng)、Heptadecane 

(1754 ng) 、 2,6,10,14-Tetramethylpentadecane 

(508 ng)、Octadecane (1157 ng) 

Sample 7: 1-Butanol (1144 ng)、Styrene (664 ng)、

Decane (739 ng) 

Sample 14: Dodecane (506 ng) 

Sample 16: Toluene (4359 ng)、Decane (893 ng)、

2-Ethyl-1-hexanol (595 ng)、2-(2-Ethoxyethoxy) 

Ethanol, Acetate (5432 ng) 、 2-Ethylhexyl 

Acrylate (1174 ng) 

Sample 19: 1-Butanol (1060 ng)、Decane (924 

ng)、2-Butylcyclohexanol (522 ng)、Undecane 

(666 ng)、Decamethylcyclopentasiloxane (666 

ng)、Dodecane (668 ng)、etradecane (909 ng)、

Pentadecane (851 ng)、Hexadecane (605 ng) 

Sample 20: 2-Ethyl-1-hexanol (533 ng) 、
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1,2,3,4,4a,5,8,9,12,12a-decahydro-1,4-

Methanobenzocyclodecene (531 ng) 

Sample 24: 2-Butanone (1144 ng)、1-Butanol 

(2363 ng) 、 Toluene (528 ng) 、

Hexamethylcyclotrisiloxane, (1028 ng)、Decane 

(1220 ng) 、 Dodecane (606 ng) 、

Dodecamethylcyclohexasiloxane (540 ng) 

Sample 25: 1-Butanol (1466 ng)、Decane (971 

ng)、2-Ethyl-1-Hexanol (1477 ng)、Dodecane 

(709 ng) 

 

2-Ethyl-1-hexanol が比較的多くの製品、す

なわち Sample 7 (603 ng)、15 (442 ng)、16 (595 

ng)、20 (533 ng)、24（376 ng）および 25 (1477 

ng) で検出された。一方、Sample 16 および

20 では、2-Ethylhexyl Acrylate が最高でそれ

ぞれ 1174ng、146 ng 検出されている。2-

Ethylhexyl Acrylate は接着剤・粘着剤、塗料、

アクリルゴムなどの原料として用いられて

おり、Sample 16 および 20 で検出された 2-

Ethyl-1-hexanol は、製造中に、あるいは製品

に残存する原料モノマーの加水分解によっ

て生じた可能性も考えられる。 

環状シロキサン化合物が Sample 19 および

24 の他に、Sample 25 でも検出されている。

この化合物は溶剤あるいはシリコーングリ

ス、シリコーン樹脂などに由来する可能性あ

る。また、中には、室内濃度指針値が設定さ

れている Toluene (Sample 16) や  Styrene 

(Sample 7) が検出される製品も存在した。 

 

<市販の壁紙 18 製品> 

表 2 に 18 製品の壁紙から放散される揮発

性有機化合物について、Deconvolution 解析を

行った結果を表に示した。 

Toluene-d8 換 算 値 と し て 表 し た 各

Component の放散量の総和でみると、最も放

散速度が大きいのはビニールクロス R2-12  

(78 µg/h) であり、次いで R2-16 (56 µg/h)、R2-

15 (34 µg/h)、R2-17 (32 µg/h) の順で、いずれ

もビニールクロスであった。 

一方、各 Component でみると、 1-(2-

Methoxypropoxy)-2-propanol (19 µg/h、R2-12)、

Propylene Glycol (18 µg/h)、2-Ethyl-1-hexanol 

(14 µg/h、R2-17; 13 µg/h、R2-3) などが比較

的大きい放散速度を示す揮発性有機化合物

として同定された。資料 R2-3 はシールタイ

プの織物クロスであり、2-Ethyl-1-hexanol が

シール部分に由来する可能性も考えられる。 

 

 

D. まとめ 

市販のカーテン 26 製品について、および

市販の壁紙 18 製品について超小型チャンバ

ー µ-CTE を用いて実施した放散試験データ

をもとに、デコンボリューション解析により、

製品から放散される可能性のある化学物質

の探索を行った。その結果、室内濃度指針値

が定められている Toluene や Styrene の他に、

既にシックハウス（室内空気汚染）問題に関

する検討会で初期リスク評価が行われた 2-

Ethyl-1-hexanol やグリコールエーテル類、さ

らには、2-Ethyl-1-hexanol の生成源ともなり

得る 2-Ethylhexyl Acrylate の放散が認められ

る製品を見出した。このように、クロマトグ

ラムデータの Deconvolution 解析は、定量の

Target としたもの以外の放散化合物につい

て、半定量的な情報を取得できる有用なアプ

ローチであると考えられる。 

 

 

E. 健康危険情報 

なし 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 1 市販のカーテンからの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定されたおもな化合物（続き） 
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表２ 市販の壁紙からの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物 
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表２ 市販の壁紙からの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表２ 市販の壁紙からの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表２ 市販の壁紙からの放散化学物質としてDeconvolution 解析により 

暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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